
第 49回 愛媛県教育研究大会(発表大会)開催要綱 

 

本年度の愛媛県教育研究大会は、大会主題「子どもが変わる教育の推進」の下、第 13期２年サイクルの最終

年次の大会となりました。  

 令和３年度の統一大会においては、初めてのオンライン配信により、多数の会員が参加して研究推進の共通

理解を図り、研究指定校による実践研究の推進を方向付けました。本年度は、校内や支部内、支部間における

研究交流と授業研究会並びに研究指定校の発表を通して研究成果と課題を確認するとともに、各校、各支部の

今後の取組の見通しを立てる機会として、この発表大会を位置付けています。 

 

  

１ 大会主題  「子どもが変わる教育の推進」 

         ～主体的・対話的で深い学びに向かう授業の創造～  
 

２ 趣  旨   愛媛県教育研究協議会では、結成当初から時の教育課題の解決に向けて真摯に取り組み、愛

媛県教育研究大会において、その取組の成果を共有してきた。平成 14年度（第７期）以降は、

「生きる力を育む教育の創造」を大会主題とし、３年サイクルでの実践研究を積み重ね、大き

な成果を上げてきた。しかし、急激な変化を見せる社会から、様々な課題への早急な対応が求

められている。 

こうしたなか、本協議会では、学習指導要領の核とも言える「主体的・対話的で深い学び」
に視点を当て、２年サイクル３期６か年を掛けて、学習過程（どのように学ぶか）の質的な改
善を図るための研究実践を積み重ね、子どもが変わる授業や学校の在り方に迫ってきた。平成
30年度・令和元年度の第 12 期では、「主体的な学び」に焦点を当てて実践的な研究を推進し
た。それを踏まえ、令和３年度からは、「対話的な学び」に焦点を当て、第 13期の研究実践を
重ねている。 
そこで、本年度は、第 13 期 2 年サイクルの最終年次として、第 49 回愛媛県教育研究大会

（発表大会）を開催し、研究指定校の授業研究や研究発表等によって、大会主題「子どもが変
わる教育の推進 ～主体的・対話的で深い学びに向かう授業の創造～」の２年間にわたる研究
実践の総括を行う。 

 

３ 主  催  愛媛県教育研究協議会 

 

４ 後  援  愛媛県教育委員会   愛媛県市町教育委員会連合会   愛媛県教育会    

愛媛県ＰＴＡ連合会  愛媛県小中学校長会  愛媛県小中学校教頭会  

愛媛県公立小中学校事務長会  愛媛大学教育学部  新居浜市教育委員会    

愛媛新聞社  南海放送  テレビ愛媛  あいテレビ  愛媛朝日テレビ 

  

５ 日  時  令和４年11月９日（水） ９：２０～１６：００ 

 

６ 会  場  新居浜市立金子小学校    

〒792-0026 新居浜市久保田町１丁目３番 57号 ℡ 0897-37-2221 

        新居浜市立南中学校 

〒792-0811 新居浜市庄内町２丁目４番47号 ℡ 0897-37-0310 

        新居浜市市民文化センター 

         〒792-0023 新居浜市繁本町 8番 65号 ℡ 0897-33-2180 

 

７ 参 加 者  ４１０名程度 

○ 愛教研指名参加者と支部長・支部研究部長等 

○ 本部役員等 

 

 



８ 日  程 

 【金子小学校】 【南中学校】 

受   付 
授業説明 
公開授業 
研究協議 
昼食移動 

８：５０ ～  ９：２０ 
９：２０ ～  ９：３０ 
９：３５ ～ １０：２０ 

１０：３５ ～ １１：４０ 
１１：４０ ～ １３：００ 

８：５０ ～  ９：２０ 
９：２０ ～  ９：３０ 
９：４０ ～ １０：３０ 

１０：４０ ～ １１：４０ 
１１：４０ ～ １３：００ 

全体会【新居浜市市民文化センター】 

開 会 式 
研究発表・ディスカッション・総括 

閉 会 式 

１３：００ ～ １３：２０ 
１３：２５ ～ １５：５５ 
１５：５５ ～ １６：００ 

 

９ 公開授業    

  【金子小学校】 

№ 学年･学級 教科等名 単   元   名 授 業 者 授 業 場 所 

① １年竹組 国  語 じどう車くらべ 宮田 柚子 １年竹組教室 

② ２年梅組 生  活 えがおいっぱい 町と友だち 岡部 彩希 ２年梅組教室 

③ ３年松組 国  語 はんで意見をまとめよう 濵田 篤希 ３年竹組教室 

④ ４  年 
総合的な

学習の時間 

笑顔いっぱい 住みよい町に 

絆サークル大作戦！～心のキャッチボールを自分から～ 
河野 直美 ４年桜組教室 

⑤ ５年竹組 
総合的な 

学習の時間 

めざせ！助け合いの町金子 

自助・共助でつながる笑顔の輪 
越智 政之 ５年竹組教室 

⑥ ６年松組 国  語 やまなし 伊達 成章 ６年松組教室 

⑦ 
 雪  組 

 月  組 

生活単元

学習 
つくってあそぼう 

石井 淳平 
鈴木 陽子 

雪 組 教 室 

月  組  教  室 

 【南中学校】 

№ 

 

学年･学級 教科等名 単   元   名 授 業 者 授 業 場 所 

⑧ １年１組 社  会 世界の諸地域 森  怜一 １年１組教室 

⑨ ２年１組 数  学 １次関数 栗林 音菜 ２年１組教室 

⑩ ３年１組 理  科 運動とエネルギー 山本 幸宗 第１理科室 

 

10 研究協議     

 【金子小学校】 

№ 分科会 指 導 助 言 者 司 会 者 記 録 者 場  所 

① １ 年 
松山市立余土小学校 

校長 大久保礼子 

東温支部研究部長 

校長 杉村 英樹 

新居浜市立金子小学校 

教諭 八ッ橋和歌子 
１年松組教室 

② ２ 年 
松山市立湯築小学校 

 校長 金築 治美 

伊予支部研究部長 

校長 久保田貴章 

新居浜市立金子小学校 

教諭 森  太一 
２年松組教室 

③ ３ 年 
上島町立弓削小学校 

校長 本山 卓嗣 

大洲支部研究部長 

校長 宮脇 克彦 

新居浜市立金子小学校 

教諭 長田  歩 
３年梅組教室 

④ ４ 年 
今治市立清水小学校 

 校長 松岡 洋子 

喜多支部研究部長 

校長 元永 和孝 

新居浜市立金子小学校 

教諭 北山 海斗 
４年梅組教室 

⑤ ５ 年 
松山市立味生第二小学校 

  校長 佐藤 郁子 

八幡浜支部研究部長 

校長 柳澤 義文 

新居浜市立金子小学校 

教諭 曾我部克也 
５年松組教室 

⑥ ６ 年 
松山市立浅海小学校 

校長 秋山 徹也 

西宇和支部研究部長 

校長 木村 良太 

新居浜市立金子小学校 

教諭 矢野可奈子 
６年竹組教室 

⑦ 
雪 組 

月 組 

愛媛大学教育学部附属特別支援学校  

副校長 山内 望 

西予支部研究部長 

校長 三好 則史 

新居浜市立金子小学校 

教諭 横山 春奈 
５年梅組教室 



 

【南中学校】 

№ 分科会 指 導 助 言 者 司 会 者 記 録 者 場  所 

⑧ １ 年 
新居浜市立船木中学校 

校長 藤原 正治 

上浮穴支部研究部長 

校長 宮岡 浩一 

新居浜市立南中学校 

教諭 小笠原健子 
１年２組教室  

⑨ ２ 年 
松山市立垣生中学校 

校長 吉本 浩司 

北宇和支部研究部長 

校長 高田 治広 

新居浜市立南中学校 

教諭 中内 利恵 
２年２組教室 

⑩ ３ 年 
大洲市立新谷中学校 

校長 高岡 憲二 

南宇和支部研究部長 

校長 片山 新也 

新居浜市立南中学校 

教諭 兵藤 千誠 
３年２組教室 

 

11 全 体 会 

(1) 開 会 式 

  ① 開式の言葉        愛媛県教育研究協議会     副会長    渡部ゆかり 

② 国歌斉唱          

③ 挨   拶        愛媛県教育研究協議会     会 長   宮岡 真司 

④ 祝   辞        新居浜市教育委員会      教育長   高橋 良光  

⑤ 来賓紹介        愛媛県教育研究協議会     副会長   川上 斉睦 

⑥  「愛教研の歌」斉唱        

⑦ 閉式の言葉        愛媛県教育研究協議会    副会長    髙橋 美鈴 

 

(2) 研究発表・ディスカッション・総括 

  ◇ 司会・進行        愛媛県教育研究協議会 教育研究局長   八木 誠一      

◇ 研究発表 

発表１    「自ら学び 豊かな関わりの中で 伝え合い 高め合う児童の育成」 

～単元構成の工夫・必然性のある学習課題の設定・対話の場の充実を通して～ 

新居浜市立金子小学校     教 諭   河野 直美 

発表２   「豊かな心を持ち、他者と協働しながら主体的に活動する生徒の育成」 

－支え合う仲間づくりと協働学習の充実を通して－ 

                 新居浜市立南中学校     教 諭   矢野 幸博     

◇ 研究指定校アドバイザー  愛媛大学教育学部      教 授   鴛原  進 

                 愛媛大学教育学部      教 授   日野 克博 

  ◇ 総  括         愛媛大学大学院教育学研究科 教 授   城戸  茂   

              

(3) 閉 会 式 

 挨  拶          愛媛県教育研究協議会     副会長      神岡 昌仁    

 

 


